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経営・営業トピックス

◆日系の中国現地法人より新規アウトソーシング案件受注

⇒ １２月よりサービススタート

◆中国子会社へのシステム開発・システム運用の移管ほぼ完了

⇒ 下期より大幅にコスト構造が改善

中国における事業展開の進展

◆ネットスーパー システム リリース

流通業の販売促進に直結する

ソリューションパッケージの展開

◆百貨店に特化して事業展開をしている㈱エス・エフ・アイの連結子会社化

事業規模の拡大

◆次世代型ＰＯＳアプリケーション「ＡＮＹ－ＣＵＢＥ® Ｃｏｒｅ ＆ ＳＴパック」新発売
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景気の急激かつ著しい悪化による想定以上の主要顧客からの新規開発の凍結、

既存ビジネスの費用低減要請

旧マイカルグループのシステム開発・運用の業務受託がイオングループのシステムへ

統合された影響

決算のポイント（前年対比）

将来の収益基盤の確立を図るため、中国子会社への積極的な業務移管による
先行投資の増加

新たにスタートした新システム稼動のための一時的なイニシャルコストの増加

＜一過性（上期）のコスト増加要因＞・・・既に終息

＜今期（通期）における売上・利益の減少要因＞

＜当社の収益改善の取組み＞

要員構造改革による外注費圧縮（内製化＋中国オフショア化）

業務の効率化と経費削減の徹底

⇒中国オフショア化 上期にてほぼ完了

下期の売上総利益率は大幅に改善 （上期 8.9％、⇒下期 18.1％）

更に要員構造改革、業務効率化、経費削減を推進する

前期の大手量販店向け ＩＴ統合大型案件分をカバーできず
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－
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－
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当期純利益当期純利益

2010年３月期 通期実績
単位：百万円、％、 百万円未満切捨て

13.01,731△7100.616.31,65272104.418.41,724販売管理費販売管理費
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△4.7

11.6

－

売上比売上比

△675

△836

△861
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－
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6△5.0△466営業利益営業利益

△83

36

△764

△3.9
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連 結
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2010年３月期 上期増減分析

15.587754106.319.390922102.519.6931販売管理費販売管理費

開示対比開示対比

△350
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△549

360
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△11.7
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－
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－

－

－
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－

－

－
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前年対比前年対比

3.8

6.3

6.3

21.8

－

売上比売上比開示差開示差

618.9421売上総利益売上総利益

40△10.7△509営業利益営業利益

△52

40

57

△8.5

△10.7

－

売上比売上比

△402

△510

4,757

実績実績

売売 上上 高高

経常利益経常利益

当期純利益当期純利益

上 期

単位：百万円、％、 百万円未満切捨て

【前年対比】

◆売上高

旧マイカルグループのシステム開発・運用の業務受託が

イオングループのシステムへ統合された影響

想定以上の主要顧客からの新規開発の凍結、コスト低減要請

◆営業利益

旧マイカルグループのＩＴシステム統合の影響

売上高の減少に伴う利益減少

新システム稼動のためのイニシャルコスト増加

中国子会社への業務移管による先行投資の増加

◆当期純利益

売掛金の回収懸念による貸倒引当金繰入額の特別損失計上

【開示対比】

◆売上総利益
要員構造改革の一部効果による改善
・外注費圧縮（内製化＋中国オフショア化）
・業務の効率化と経費削減の徹底

◆販売管理費
営業工数増加、子会社における管理、営業コストの増加

◆当期純利益
売掛金の回収懸念による貸倒引当金繰入額の
特別損失計上
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2010年３月期 下期増減分析

11.2854△6292.813.674349106.717.1792販売管理費販売管理費

開示対比開示対比
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開示値開示値
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1.4

15.0

－
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△57
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前年比前年比

56.4
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55.9

102.0

84.9

開示比開示比

96

40

40
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7,626

前年値前年値

前年対比前年対比

1.3

0.5

0.5

11.7

－

売上比売上比開示差開示差

1618.1836売上総利益売上総利益

△340.943営業利益営業利益

△31

△4

△821

0.9

1.5

－

売上比売上比

39

71

4,629

実績実績

売売 上上 高高

経常利益経常利益

当期純利益当期純利益

下 期

単位：百万円、％、 百万円未満切捨て

【前年対比】

◆売上高

前期のＩＴ統合大型案件の影響をカバーできず

旧マイカルグループのＩＴシステムがイオングループの

システムに統合された影響

想定以上の主要顧客からの新規開発の凍結、

コスト低減要請

◆販売管理費

収益構造改革の実行による削減

【開示対比】

◆売上高

想定以上の主要顧客からの新規開発の凍結、

コスト低減要請

◆販売管理費

営業工数増加、子会社における管理、営業コストの増加

◆営業利益 ＜収益改善の取り組み＞

収益構造改革を実行

要員構造改革による外注費圧縮

（内製化＋中国オフショア化）

業務の効率化と経費削減の徹底



8 Copyright(C) 2010 Ｖｉｎｃｕｌｕｍ Ｊａｐａｎ Cｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ. All Rights Reserved.

収益構造改革 四半期別進捗推移グラフ
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販管比率

（単位：％）（単位：百万円）

16.318.118.221.0販管比率

△15.5

5.4
第１Ｑ

2.4

18.7
第４Ｑ

△6.1

12.2
第２Ｑ

△0.8営業利益率

17.3売上総利益率
第３Ｑ

単位：％
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セグメント別損益

144.6

124.1

120.7

－

242.0

112.9

47.8

97.6

63.7

31.1

101.9

91.4

－

103.3

97.4

開示比開示比

48

40

126

27

31

80

△72

△9

△576

△153

9

△291

6

5

△104

開示差開示差

17.7

27.7

6.0

△5.6

3.5

6.2

8.6

22.0

15.6

6.6

14.2

33.2

△5.4

4.0

39.0

※※比率比率

108

169

610

△35

22

625

136

349

1,585

222

480

3,370

△215

160

3,960

開示値開示値

開示対比開示対比 前年対比前年対比

10.9

16.9

9.2

2.1

5.2

22.1

11.8

29.5

9.5

4.0

12.5

22.9

14.1

21.1

36.3

※※比率比率

132

205

1,220

61

152

2,937

147

370

1,255

121

381

3,047

680

1,016

4,818

前年値前年値

24

4

△484

△69

△99

△2,232

△83

△30

△246

△52

108

32

△889

△851

△962

前年差前年差

117.5

101.8

60.3

－

35.0

24.0

44.0

92.0

80.4

56.7

128.2

101.1

－

16.3

80.0

前年比前年比

28.5209売 上 総 利 益売 上 総 利 益

7.553売 上 総 利 益売 上 総 利 益

6.464営 業 利 益営 業 利 益

15.9489売 上 総 利 益売 上 総 利 益

4.3165売 上 総 利 益売 上 総 利 益

△1.3△8営 業 利 益営 業 利 益

7.5705売 上 高売 上 高
ハードウエア

販売サービス

事業事業

21.2156営 業 利 益営 業 利 益

33.7340売 上 総 利 益売 上 総 利 益

2.269営 業 利 益営 業 利 益

△5.4△209営 業 利 益営 業 利 益

売 上 高売 上 高

売 上 高売 上 高

売 上 高売 上 高

売 上 高売 上 高

7.8

10.8

32.8

41.1

※※比率比率

736

1,009

3,079

3,856

実績実績

アウトアウト

ソーシンソーシンググ

事業事業

プロダクトプロダクト

事業事業

ソリューションソリューション
事業事業

その他事業その他事業

※比率・・・売上高は売上構成比、売上総利益及び営業利益は利益率を表示しております。

単位：百万円、％、 百万円未満切捨て
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セグメント別の売上高推移

5,064
(36.9%)

2,989
(21.8%)

1,379(10.1%)

3,116
(22.7%)

1,158(8.5%)

4,818
(36.3%)

3,047
(22.9%)

1,255(9.5%)

2,937
(22.1%)

1,220(9.2%)

3,856
(41.1%)

3,079
(32.8%)

1,009(10.8%)

705(7.5%)

736(7.8%)

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

アウトソーシング事業 ソリューション事業 プロダクト事業 ＨＷ販売Ｓ事業 その他事業

2008年３月期

売上高 13,709百万円

2009年３月期

売上高 13,157百万円

2010年３月期

売上高 9,386百万円

（かっこ内は構成比）単位：百万円、 百万円未満切捨て
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セグメント別の売上総利益推移

1,200
(23.7%)

520
(17.4%)

374
(27.1%)

109(3.5%)
195(16.9%)

1,016
(21.1%)

381
(12.5%)

370
(29.5%)

152(5.2%)

205(16.9%)

165(4.3%)

489
(15.9%)

340(33.7%)

53(7.5%)209(28.5%)

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

アウトソーシング事業 ソリューション事業 プロダクト事業 ＨＷ販売Ｓ事業 その他事業

単位：百万円、 百万円未満切捨て

2008年３月期

売上総利益2,400百万円

利益率 17.5％

2009年３月期

売上総利益2,126百万円

利益率 16.0％

2010年３月期

売上総利益1,257百万円

利益率 13.4％

（かっこ内は利益率）＜青字は利益構成比＞

＜50.0％＞
＜47.8％＞

＜13.3％＞

＜21.7％＞

＜15.6％＞

＜17.9％＞

＜17.4％＞

＜38.8％＞

＜27.0％＞
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顧客別の売上高推移

6,494
(47.4%)
(92.1%)

2,480
(18.1%)
(169.4%)

4,733
(34.5%)
(112.1%)

4,373
(32.9%)
(67.3%)

3,925
(29.6%)
(158.2%)

4,981
(37.5%)
(105.2%)

2,501
(26.6%)
(57.2%)

1,464
(15.6%)
(37.3%)

5,421
(57.8%)
(108.8%)

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

旧マイカルグループ イオングループ ２グループ以外

2008年３月期

売上高 13,709百万円

2009年３月期

売上高 13,157百万円

2010年３月期

売上高 9,386百万円

（かっこ内 上段は構成比、下段は前年比）単位：百万円、 百万円未満切捨て
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財政状態（前期末比較）

6,397

4,021

2,376

122

2,253

6,397

429

583

546

1,559

4,838

20200909年年

３月期３月期末末

構成比

100.0

62.3

37.7

6.0

31.7

100.0

12.3

15.1

12.1

39.5

60.5

△707

△474

△234

220

△453

△707

269

274

143

686

△1,394

差差 額額

698＜＜投資その他の投資その他の資産＞資産＞

857＜＜無形固定資産無形固定資産＞＞

689＜＜有形固定資産有形固定資産＞＞

342固定負債固定負債

1,800流動負債流動負債

5,690資産合計資産合計

2,142負債合計負債合計

5,690負債・負債・純資産純資産 合計合計

3,547純資産純資産

2,245

3,444

20102010年年３３月期月期末末

区分区分

流動資産流動資産

固定資産固定資産

（単位：百万円）（単位：百万円）
【【貸借対照表貸借対照表】】 【貸借対照表の主なポイント】

＜流動資産＞

・現預金の減少 （△849百万円）

・売上高の減少及び回収に伴う売上債権の減少

（△195百万円）

・受注減及び工事進行基準適用に伴う仕掛品の

減少（△324百万円）

＜固定資産＞

（無形固定資産）

・エス・エフ・アイの子会社化によるのれん計上

（345百万円）

（投資その他の資産）

・長期繰延税金資産（175百万円）

・エス・エフ・アイの子会社化による保険積立金、

敷金保証金等の増加

＜負債＞

・仕入支払による買掛金の減少

（△450百万円）

・エス・エフ・アイの子会社化による社債、借入金等

の増加

＜純資産＞

・当期純損失の計上（△448百万円）

・利益処分による減少（△85百万円）
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キャッシュ・フローの状況

（単位：百万円）（単位：百万円）

△ 265賞与引当金の減少

△ 69定期預金の預入による支出

△ 14現金及び現金同等物に係る換算差額
△ 919現金及び現金同等物の増減額

△ 163社債、借入金の返済による支出

80
連結の範囲の変更を伴う子会社の取得によ
る収入

24のれん償却額
75貸倒引当金の増加額

2,195現金及び現金同等物期首残高
1,275現金及び現金同等物期末残高

△ 248財務活動によるキャシュ・フロー
△ 85配当金の支払額

△ 740投資活動によるキャッシュ・フロー
84 その他

△ 209無形固定資産の取得による支出
△ 627有形固定資産の取得による支出

84営業活動によるキャッシュ・フロー
△ 8 法人税等の支払額等

93小計
244その他

△ 455仕入債務の減少額
400たな卸資産の減少額
159売上債権の減少額

426減価償却費
△ 516税引前当期純損失

【キャッシュ・フロー計算書の主なポイント】

＜営業キャッシュ・フロー＞

増加要因

・固定資産の取得等による減価償却費の増加

・受注減及び工事進行基準適用によるたな卸

資産（仕掛品）の減少

減少要因

・損失の計上

・仕入支払に伴う買掛金の減少

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞

・満期３ヶ月を超える定期預金の預入による減少

・サーバー等の固定資産の取得による支出

・エス・エフ・アイの子会社化による収入

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞

・エス・エフ・アイにおける社債・借入の返済

・配当金の支払
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２．新中期経営計画２．新中期経営計画
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新中期経営計画策定の背景

2009年度における当社グループの業績は想定以上の売上低迷と構造改革のための先

行投資により、経常損失となりました。

しかしながら要員構造改革と中国法人活用による原価低減および固定費等コスト削減

を実施することにより、損益分岐点売上の大幅な改善が図られ、ローコストな経営体質が

確立されました。また特定顧客からの新しいアウトソーシング案件のスタート、M&Aによる

新事業領域の拡大、中国市場における顧客獲得等、新たなビジネスの芽が生まれました。

つきましては2009年5月13日に発表した中期経営計画見直しで掲げた「新たなる成長

路線の礎となる基盤づくり」ができたものと判断し、2010年度を迎えるにあたり、新しい経

営体制で新たな増収増益路線を確立すべく中期経営計画を策定いたしました。

日本国内における経営環境とりわけ流通サービス業においてはデフレ懸念、消費者の

節約志向が続くことから、引き続き厳しい状況が予測され、ＩＴ投資抑制や価格競争が激

化するものと思われます。

このような環境の中、今般策定した中期経営計画を確実に実行することにより2010年

度において黒字転換を図り、以降着実で持続的な成長と収益力の強化をめざしてまいり

ます。
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2007-2009年中期経営計画の総括

＜減収減益傾向とその主な要因＞

１．当社主要顧客向けアウトソーシング２案件が顧客グループのＩＴシステム統合方針に

より2007年度より段階的に減少し、2008年度で統合完了したことによる売上と利益の

大幅な減少。

２．2009年度はリーマンショックはじめ景気悪化によるITシステム投資抑制・凍結による

新規案件が大幅に減少したこと、特に機器販売の売上が大きく減少。2009年度は事

業構造改革のための先行投資が重なったことにより上期大幅な赤字。

＜達成できた主な成果＞

１．中国法人（維傑思科技（杭州）有限公司、以下ＶＣＣ）をスピーディに設立し、当初の

目的であったオフショア開発による原価低減を早期に実現し、かつ現地日系法人から

の受注も獲得し、今後の成長戦略の核となる。

２．2009年度に初のM&Aを実施し、百貨店向け事業領域を獲得し、今後の成長が期待

できる。

３．新しいアウトソーシング案件として、大手総合小売業からの人事アウトソーシング案

件と大手外食チェーンの総アウトソーシング案件がスタートし、今後の業務拡大と周辺

開発案件の受注が期待できる。

【総 括】
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グループ力結集による成長路線への転換

グループ会社の強みを連携強化し、新たな商品・サービスの開発と新たなグループ会社の強みを連携強化し、新たな商品・サービスの開発と新たな
マーケットの創造により持続的成長と収益力の強化を図ります。マーケットの創造により持続的成長と収益力の強化を図ります。

■平成■平成2222年度＝売上年度＝売上100100億円、経常利益億円、経常利益2.82.8億円（黒字転換）億円（黒字転換）

■平成■平成2424年度＝売上年度＝売上120120億円、経常利益億円、経常利益6.76.7億円（経常利益率億円（経常利益率5.6%5.6%））

中期基本方針
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５つの基本戦略

１．マーケティングの強化
成長性を重視し、ターゲット顧客と提供する商品・サービスを拡充・強化する。

特に中国アジアマーケットを成長エンジンとする。

２．プロダクトの拡充･強化
プロダクトの機能強化とクラウド化を行い、新規顧客獲得と収益率向上を目指す。

３．グローバル化の推進
急成長する中国・アジアマーケットのビジネス展開を加速する。

４．スモールビジネス×ストックビジネス強化
収益基盤の安定化を図るため、小さな案件の積み重ねと運用業務受託を重点的に推進する。

５．構造改革による経営体質強化
品質・生産性の向上を推進する。そのための人材の育成強化を図る。

５つの基本戦略



20 Copyright(C) 2010 Ｖｉｎｃｕｌｕｍ Ｊａｐａｎ Cｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ. All Rights Reserved.

【連結】

3.4132.74105.6148.9670109.612,0002012年度（計画）H24年度

2.8156.93094.1160.7450109.510,9502011年度（計画）H23年度

2.0－1972.8－280106.510,0002010年度（計画）H22年度

△3.9－△363△4.7－△43970.79,3862009年度（実績）H21年度

2.470.33123.050.639796.913,2792008年度（実績）H20年度

利益率前年比利益率前年比前年比

当期純利益経常利益売上高年度

【個別】

2.1172.02033.5171.5343108.99,8002011年度（計画）H23年度

3.0156.23175.0156.0535109.210,7002012年度（計画）H24年度

1.3－1182.2－200101.99,0002010年度（計画）H22年度

△3.4－△297△4.0－△35267.28,8322009年度（実績）H21年度

2.262.22902.846.037296.013,1572008年度（実績）H20年度

利益率前年比利益率前年比前年比

当期純利益経常利益売上高年度

単位：百万円，％単位：百万円，％

単位：百万円，％単位：百万円，％

中期経営計画 目標値
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■成長するマーケットで戦う
・日本のコストダウン市場（オフショア、保守、運用）
・特定顧客の徹底した深耕（成長顧客の追随）
・急成長する中国、アジア市場への展開

■マーケットが求める商品（サービス）を提供する
・日本市場 ← “コスト削減“ソリューション
・特定顧客 ← “超ユーザー系“サービスやソリューション
・中国市場 ← Made in Japanのノウハウ・品質

■グループ連携/パートナーアライアンスで取り組む
・富士ソフトグループの連携強化
・ＭＩＪＳとの取組み強化
・有力企業とのアライアンス強化

原点回帰のマーケティングによる営業力強化

基本戦略 ①マーケティング戦略
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プロダクトの次世代化・クラウド化

B社製品

A社製品

お客様の規模・ニーズに合せ、ＳａａS等の「クラウドコンピューティング」を提供し、新規開拓をめざ
します。自社になければグループ・パートナーと連携し実現します。

基本戦略 ②プロダクト戦略
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クロスボーダーITサービス

Web会議

TV会議

IP電話

KVHネットワーク

指紋認証

静脈認証

移行マニュアル

ISO2000

日本語人材

①パーツ VJC・VCC

USBシンクライアント

リアルタイムオフショアリアルタイムオフショア

ネットワーク監視ネットワーク監視

宿泊施設宿泊施設

③ソリューション

オフショア開発オフショア開発

コストダウン提案コストダウン提案

データセンターサービスデータセンターサービス

CRM分析サービスCRM分析サービス

お客様

・
・
・
・

（アライアンス）（アライアンス）

VANサービスVANサービス

商品開発：コンテンツを組み合
わせてお客様に最適なサービス
を提案

Web会議Web会議

TV会議TV会議

IP電話IP電話

KVHネットワークKVHネットワーク

指紋認証指紋認証

静脈認証静脈認証

移行マニュアル移行マニュアル

ISO2000ISO2000

日本語人材日本語人材

①パーツ 保有するリソース

USBシンクライアントUSBシンクライアント

リアルタイムオフショアリアルタイムオフショア

ネットワーク監視ネットワーク監視

宿泊施設大容量ﾈｯﾄﾜｰｸ回線

③ソリューション

オフショア開発オフショア開発

コストダウン提案コストダウン提案

データセンターサービスデータセンターサービス

CRM分析サービスCRM分析サービス

お客様

・
・
・
・

（アライアンス）（アライアンス）

VANサービスVANサービス

商品開発：コンテンツを組み合
わせてお客様に最適なサービス
を提案

②コンテンツ

当社と中国子会社のノウハウ・コンテンツを組み合わせ、新たな付加価値あるサービスを提供します。

基本戦略 ②プロダクト戦略
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１．日系小売業の中国でのＩＴ展開をサポート

２．日系小売業の中国進出そのものをサポート

３．現地の小売業のＩＴ展開のサポート

中国マーケットへのアプローチ

杭州

基本戦略 ③グローバル戦略
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中国進出そのものをサポート（トライアル・パッケージ）

杭州市

・用地・施設調査、契約
・店舗建設、内装
・商品調達、物流
・・・

店舗・商品

・販売員採用、教育
・広告、宣伝
・財務会計、顧客管理
・・・

販売・会計

・ハードウエア
・ネットワーク
・アプリケーション
・・・

情報システム

お客様の中国ビジネスお客様の中国ビジネス

ＶＣＣ
上海/杭州

ヴィンキュラムグループが小売業の中国進出をサポート

ＩＴインフラ運営・展開サポート
日中データセンター/運行監視センター

出店サポート
ヴィンキュラムグループ日中拠点、現地ビジネスパートナー

高速ネットワーク

お客様
本部・店舗

お客様
本部・店舗

ＶＪＣ
東京/大阪
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お客様の問題点を把握
信頼の獲得

ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄの提案
ﾈｯﾄﾜｰｸのｺｽﾄﾀﾞｳﾝ支援等

→ スモールビジネスの獲得

スモールビジネス×ストックビジネスで収益基盤の安定化

＋αのサービスを提供
・監視サービス
・データセンターサービス
・ヘルプデスクサービス

２

１

次のサービスの提案・獲得
ストックビジネスの拡大

４

３

基本戦略 ④スモール×ストックビジネス戦略
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（1）原価構造を改善し、利益率を向上
・グループ内製化のさらなる推進
・要員の適材適所による稼働率改善
・開発・運用最新ツールの活用による品質・生産性向上

（２）人材育成強化により、品質・生産性を向上
・ITｽｷﾙ、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ力強化
・流通ﾏｲﾝﾄﾞ、業務ﾉｳﾊｳ強化

（３）販管費低減の継続
・グループ連携による業務効率化・最適化
・制度改革による固定費低減

構造改革による経営体質強化

基本戦略 ⑤構造改革推進
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クロスボーダーITサービスでコストダウンマーケットを開拓

新しい
マーケットの軸

従来の
マーケットの軸

GMS

ドラッグ
チェー

ン

流通業

製造業

金融業

卸売業

コストダウン

当社グループの

①ワンストップサービス実績

②中国子会社による高品質・低コストのサービス

③運用パッケージプロダクトの豊富な顧客群

を組み合わせた「クロスボーダーITサービス」で

従来の事業領域を超えた

「コストダウンマーケット」を開拓する

※VJCのコアコンピタンス「ワンストップサービス」とはシステムの

企画開発から運用保守サービスまで一貫して提供

事業別戦略 ①アウトソーシング事業戦略
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発注 ﾁｪｯｸ
ｱｳﾄ

要員
管理

顧客
管理

事務
管理

機器
連携

店舗ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの視点
（販売、コスト、業務）

①特定顧客への深耕、②成功事例の横展開で
新規顧客、新規案件の獲得

①特定顧客への深耕

・大手総合小売業のグループ展開、業務拡大

・大手ドラッグチェーン、大手外食チェーン、大手百貨店への展開

②成功事例の横展開

・中規模スーパーの商品基幹システム

・ＣＴＣＰソリューション（ＰＯＳと顧客管理の連携）

③カードシステム事業の拡大

・開発から運用業務への展開

・中国マーケットへの進出

事業別戦略 ②ソリューション事業戦略
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プロダクトの次世代化とクラウド化により
新規マーケット・新規顧客を開拓

プロダクト群

①次世代ＰＯＳのリリース、機能拡充により①次世代ＰＯＳのリリース、機能拡充により 新規業種、新規顧客の開拓を強化する新規業種、新規顧客の開拓を強化する

・最新技術：業種別標準プラグイン、フレームワーク等・最新技術：業種別標準プラグイン、フレームワーク等

・ターゲット業種：ドラッグストア、外食産業、ホームセンター等・ターゲット業種：ドラッグストア、外食産業、ホームセンター等

②クラウド化により中規模流通業への展開を図る②クラウド化により中規模流通業への展開を図る

・中規模スーパー、中規模ドラッグストア・中規模スーパー、中規模ドラッグストア

・ボランタリーチェーン・ボランタリーチェーン

③運用系プロダクト、

業務系プロダクトの拡販

・チャネル販売強化

事業別戦略 ③プロダクト事業戦略
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2011年３月期 業績予想（連結）

単位：百万円、％、 百万円未満切捨て

560

719

757

752

614

前年差前年差

－

－

－

159.8

106.5

前年比前年比

△363

△439

△466

1,257

9,386

前年値前年値

前年対比前年対比

△3.9

△4.7

△5.0

13.4

－

売上比売上比

20.12,009売上総利益売上総利益

2.9291営業利益営業利益

2.0

2.8

－

売上比売上比

197

280

10,000

予想値予想値

売売 上上 高高

経常利益経常利益

当期純利益当期純利益

通 期

２Ｑ累計



33 Copyright(C) 2010 Ｖｉｎｃｕｌｕｍ Ｊａｐａｎ Cｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ. All Rights Reserved.

2011年３月期 セグメント別予想（連結）
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※比率・・・売上高は売上構成比、売上総利益及び営業利益は利益率を表示しております。

単位：百万円、％、 百万円未満切捨て

前年対比前年対比

△15

△22

△120

△4

△19

△140

△3

12

7

228

239

276

385

329

93

前年差前年差

73.3

74.8

68.5

－

28.6

62.7

95.5

106.2

101.3

－

246.5

119.0

－

－

104.8

前年比前年比

25.466

3.37

11.868

23.2402

12.9266

△6.1△14

4.9235

16.142

37.5218

11.0190

4.796

5.4

11.9

35.6

42.2

※※比率比率

262

581

1,735

2,058

２２QQ累計累計



34 Copyright(C) 2010 Ｖｉｎｃｕｌｕｍ Ｊａｐａｎ Cｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ. All Rights Reserved.

本資料お取り扱い上のご注意

本資料中の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時点で入手可能な情報に基づき

当社が判断したものであり、潜在的なリスクや不確実性が含まれています。

そのため、事業環境の変化等の様々な要因により、実際の業績は言及または記述されて

いる将来見通しとは大きく異なる結果となることがあることをご承知おきください。

また、資料配布の目的が、当社株式の保有継続および追加購入を推奨するものではない

ことも、あわせてご理解いただきますようお願い申し上げます。


